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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

・
綿
貫
理
明
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
８
人
が
、１２
月
３
日
、川

崎
市
立
南
百
合
丘
小
学
校
の

公
開
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ー
ト
フ

ル
ス
テ
ー
ジ
南
ゆ
り
」
に
参

加
、
自
転
車
発
電
機
を
児
童

に
運
転
さ
せ
て
環
境
問
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
提
起
し

た
。
川
崎
市
地
球
温
暖
化
防

止
推
進
協
議
会
と
南
百
合
丘

小
の
要
請
を
受
け
た
も
の
。

自
転
車
発
電
機
は
綿
貫
教

授
が
昨
年
２
月
、
機
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
と
共
同
で
開
発
し

た
自
転
車
型
人
力
発
電
機
。

自
転
車
の
後
輪
軸
に
風
力
用

の
発
電
機
を
装
備
、
こ
ぐ
こ

と
で
電
気
を
つ
く
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

日
常
生
活
に
活
用
す
る
目
的

で
考
案
。
震
災
と
福
島
原
発

問
題
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
中
、

実
験
を
重
ね
、
人
力
発
電
の

利
用
を
目
指
し
て
い
る
。
坂

本
亘
さ
ん
（
４

年
次
）
ら
卒
業

制
作
の
メ
ン
バ

ー
は
、
発
電
量

の
測
定
・
表
示

シ
ス
テ
ム
の
研

究
を
行
っ
て
い

る
。小

学
生
た
ち

は
自
転
車
を
こ

ぎ
、
か
た
わ
ら

の
測
定
値
が
ぐ

ん
ぐ
ん
上
が
る

こ
と
で
「
創
エ

ネ
」
を
実
感
。
「
４
０
０
ワ

ッ
ト
ま
で
い
け
ば
冷
蔵
庫
が

動
か
せ
る
」
と
学
生
か
ら
聞

く
と
「
へ
ー
、
す
ご
い
」「
も

っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
声

を
あ
げ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
松

本
慶
大
さ
ん
（
３
年
次
）
は

「
自
転
車
と
い
う
身
近
な
も

の
か
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
や
環
境

問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
う
」
と
話
す
。

綿
貫
教
授
は
「
『
社
会
知

性
の
開
発
』
と
い
う
意
味

で
、
研
究
室
の
学
生
に
と
っ

て
も
成
果
を
公
開
す
る
大
変

良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
学

生
の
活
躍
に
目
を
細
め
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

２
年
次
の
「
応
用
演
習
（
社

会
情
報
）
」
の
受
講
者
約
３０

人
は
、
授
業
で
学
ん
だ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
す
る
基
本

技
術
の
学
習
を
実
践
す
る
た

め
に
、１
年
次
必
修
科
目「
情

報
と
社
会
」
の
受
講
者
約
２

４
０
人
に
対
し
て
、レ
ゴ（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
組
立
ブ
ロ

ッ
ク
玩
具
）
を
利
用
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
１２
月
３
、

４
の
両
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
た
。

４
日
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー

プ
Ｃ
の
「M

E
S
S
A
G
E

作
っ

て
隠
し
て
伝
え
よ
う
」
で
は

伝
言
ゲ
ー
ム
を
企
画
。
制
作

者
が
人
に
見

ら
れ
な
い
よ

う
に
レ
ゴ
で

あ
る
形
を
作

り
、
ほ
か
の

人
は
そ
れ
を

手
で
触
っ
て

何
の
形
か
当

て
る
と
い
う

も
の
。
２
年

次
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
黙
々
と
レ
ゴ
を

組
み
上
げ
る
１
年
次
生
だ

が
、
「
他
者
と
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が

分
か
っ
た
」
や
、
「
２
年
次

生
が
丁
寧
に
授
業
を
進
行
し

て
く
れ
た
の
で
楽
し
く
で
き

た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

た
。グ

ル
ー
プ
Ｅ
の
レ
ゴ
で
作

っ
た
戦
士
同
士
を
土
俵
で
戦

わ
せ
る
「L

E
G
O

ロ
ワ
イ
ヤ

ル
」
で
は
、
戦
い
の
勝
敗
が

つ
く
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ

た
。
企
画
し
た
２
年
次
生
は

「
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

い
た
の
で
、
盛
り
上
が
っ
て

う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
た
。

そ
の
ほ
か
、
有
名
な
物
語

を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
な
ス
ト

ー
リ
ー
を
考
え
、
そ
れ
を
レ

ゴ
で
表
現
す
る
も
の
や
、
宇

宙
か
ら
来
た
エ
イ
リ
ア
ン

と
、
お
も
て
な
し
を
す
る
空

間
を
、
レ
ゴ
で
制
作
す
る
と

い
っ
た
個
性
的
な
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

担
当
の
山
下
清
美
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
は
、

「
レ
ゴ
は
子
ど
も
向
け
お
も

ち
ゃ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
研
修
な
ど
で
も
利
用

さ
れ
る
優
れ
た
可
視
化
ツ
ー

ル
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

長
の
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
生
の
必
修
科
目
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
表
会
が

１２
月
１１
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
約
１
年
か

け
て
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
や

研
究
の
学
習
成
果
を
学
内
の

教
員
や
学
部
の
先
輩
・
後

輩
、
学
外
の
一
般
の
方
々
に

披
露
し
た
。

今
年
度
は
２７
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
参
加
。

「
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映

像
の
制
作
～

復
興
道
～
」（
佐
竹
弘
靖
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
、「T

h
i
n
k
t
h
e

E
n
e
r
g
y

～
電
気
に
つ
い

て
考
え
る
空
間
の
提
供
～
」

（
綿
貫
理
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）、「
ア
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

～
温
暖
化
の
真
偽
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
～
」（
田
中
稔
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）な
ど
、東
日
本
大

震
災
や
環
境
問
題
に
取
り
組

ん
だ
研
究
内
容
が
目
立
っ

た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
生
の

学
外
展
示
会

コ
ウ
サ
展
２
０
１
２

▽
日
時
∥
２
月
４
日（
土
）、５
日（
日
）

１１
時
３０
分
～

▽
会
場
∥B

a
n
k
A
R
T
S
t
u
d
i
o

N
Y

K

（
横
浜
み
な
と
み
ら
い
線
「
馬
車
道
」

駅
下
車
徒
歩
４
分
）

※
コ
ウ
サ
展

h
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p
:
/
/
w
w
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n
e
.
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e
n
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h
u
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外国語を学ぶというのは、単なる

スキルを学ぶことではありません。

これはスキルが必要ないと言ってい

るのではなくて、「単なる」スキル

では捉えきれないのが「外国語学

習」だということです。例えば「責

任」という言葉があります。国語辞

書では「しなければならない任務」

との説明で、可能ならば回避したい

ような「重荷」「苦しみ」に「耐え

る」ような消極的イメージが出てし

まうようです。

英語では responsibility です

ね。単語カードでの「暗記」ならば、

これで十分なのですが、もう一歩「認

識」を深めてみましょう。英語の「責

任」は、名詞の response に可能の

接尾辞‐bility をつけた言葉です

から、文字どおりに理解すれば、「返

答可能性」ということになります。

「返答できる」ということです。

ドイツ語では「責任」を Verantw

ortung と言います。真ん中の Antw

ort（アントヴォルト）が中心で「返

答」の意味ですが、Ant とは「反対、

対抗」、Wort（ヴォルト）は「単語、

言葉（word）」ですから、「言葉」に

対して「言葉」を返す「対話」とい

う実質が明瞭に見えてきます。「言

葉」の「対話」能力を鍛える「知的

な」作業が、大学生の「責任」です。

ドイツ語を通すと、「腹を切る！」

とか、あるいは一方的な命令が「責

任」の意味ではないということが、

よく見えてくるのではないでしょう

か。

（ＬＬ研究室長）

Ｌ
Ｌ
研
究
室
外
国
語
教
育

研
究
会
で
は
、
外
国
の
言
語

文
化
の
研
究
教
育
に
携
わ
っ

て
い
る
立
場
か
ら
、
今
回
の

震
災
と
原
発
事
故
を
め
ぐ
っ

て
、
「
外
国
人
か
ら
見
た
東

日
本
大
震
災
」
を
テ
ー
マ
に

討
論
し
た
。

そ
の
視
点
は
、
第
１
に
、

被
災
地
に
い
た
外
国
人
と
日

本
社
会
と
の

間
の
言
語
文

そ

ご

化
的
な
齟
齬

に
つ
い
て
。

第
２
に
、
国

内
の
報
道
に

対
す
る
疑
念

が
、
外
国
語

さ
え
で
き
れ

ば
瞬
時
に
入

手
で
き
る
外

国
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
を
強

く
受
け
た
こ
と
。
第
３
に
、

諸
外
国
に
お
け
る
震
災
と
原

発
事
故
に
対
す
る
反
応
―
―

で
あ
る
。

ア
ジ
ア
（
中
国
語
）
と
欧

米
（
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）

の
両
側
面
お
よ
び
日
本
人
講

師
と
外
国
人
講
師
（
イ
ギ
リ

ス
）
の
両
側
面
と
い
う
十
字

路
的
な
交
錯
で
、
２
日
に
わ

け
て
開
催
し
た
。
第
１
回
は

１１
月
２６
日
、
講
師
は
土
屋
昌

明
（
本
学
経
済
学
部
教
授
）

と
下
澤
和
義
（
同
商
学
部
教

授
）、
第
２
回
は
１２
月
３
日
、

ト
ニ
ー
・
マ
ク
ニ
コ
ル
氏

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
。
と
も
に

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

参
加
者
は
い
ず
れ
も
２４
人

（
計
４８
人
）
で
一
般
市
民
が

若
干
参
加
。
問
題
意
識
の
高

い
意
見
や
質
問
が
盛
ん
に
交

わ
さ
れ
た
。
（
土
屋
昌
明
）

川
崎
市
多
摩
区
の
消
防
出

初
め
式
が
１
月
８
日
、
多
摩

区
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駐
車

場
で
催
さ
れ
た
。

多
摩
消
防
署
員
や
消
防
団

員
ら
約
４
５
０
人
が
参
加
、

集
ま
っ
た
約
８
０
０
人
の
市

民
の
前
で
は
し
ご
乗
り
や
一

斉
放
水
の
ほ
か
、
専
修
大
学

馬
術
部
の
小
久
保
昌
俊
さ
ん

（
経
営
１
）
と
マ
ス
コ
ッ
ト

「
セ
ン
デ
ィ
」
ら
が
先
導
を

務
め
た
徒
歩
・
車
両
部
隊
の

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

◀

厳
基
珠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
外
国
気
分
を
味
わ

え
る
飲
食
店
を
紹
介

◀

グ
ル
ー
プ
Ｅ
の
「L

E
G
O

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」

２
年
次
生
３０
人

▲ 小林隆プロジェクトでは棚田

に集うコミュニティーを提案

ネットワーク情報学部 学習成果を披露

外
国
語
は
ス
キ
ル
科
目
か
？

レ
ゴ
を
利
用
し
て

１
年
次
生
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

寺尾 格 経済学部教授

震災、環境問題の研究も

ドイツ語

プロジェクト発表会２０１１

ー●４●ー

▲ グループＣの実習の様子

「
外
国
人
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
」テ
ー
マ
に
討
論

▲ 多くの来場者が訪れた

トニー・マクニコルさん迎え

外国語教育研究会 ＬＬ研究室

▲ 講演するトニー・マクニコルさん

綿
貫
研
究
室

小学生にエネルギーの

大切さ教える

馬
術
部
と「
セ
ン
デ
ィ
」

自転車発電機を使って

川
崎
市
多
摩
区
消
防
出
初
め
式
に
参
加

▲ 馬術部・小久保さん

（左）と明大馬術部員

▶

自
転
車
発
電
機
を
懸
命
に
こ
ぐ
小
学
生

を
見
守
る
綿
貫
研
究
室
の
学
生
た
ち

（６）２０１２年（平成２４年）１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９６号


